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評価書（事務局案）の修正箇所について 

 修正前 修正後 
Ｐ２  

 
（下部に１段落追加） 
今後、公立化後に入学した学生が卒業を迎えることから、卒業後の社

会での活躍や大学院課程における研究などを通して、長岡造形大学の評

価が一層高まることを期待する。 
Ｐ３ (4) 課題・改善すべき点に関する意見 

 

 

 

「業務運営の改善及び効率化に関する目標を達成するための措置」の

うち、 （途中省略） 検討されたい。 

(4) 課題・改善すべき点に関する意見 

「国際交流に関する目標を達成するための措置」では、年度計画の事

業数を増加させるとともに、教育研究の質の向上を目指すために双方向

で学生の交流を行うなど、一段と高い目標設定を検討されたい。 

「業務運営の改善及び効率化に関する目標を達成するための措置」の

うち、 （途中省略） 検討されたい。 
Ｐ４ (1) 評価理由 

（２段落目） 

その他の 26 項目はいずれもｂ評価（年度計画を概ね実施）であり、

ｃ評価（年度計画を十分に実施せず）以下の項目が無かったことから、

これらを総合的に勘案すると、Ａ評価（中期計画の進捗は順調）が相当

である。 

(1) 評価理由 

（２段落目） 

その他の 26 項目はいずれもｂ評価（年度計画を概ね実施）であり、

ｃ評価（年度計画を十分に実施せず）以下の項目が無く、客観的な評価

である指標単位評価は全てａ評価であったことから、これらを総合的に

勘案すると、Ａ評価（中期計画の進捗は順調）が相当である。 
Ｐ４ (2)  概況 

○教育の内容等に関する目標を達成するための措置 

・地域社会や企業と （途中省略） 大幅に増加している。 

(2)  概況 

○教育の内容等に関する目標を達成するための措置 

・地域社会や企業と （途中省略） 大幅に増加している。インタ

ーンシップは、就職だけでなく、学生の社会体験や大学院におけ

る研究分野の発見にもつながり、さらに市内企業においても、就

職につながるインターンシップに期待していることから、今後も

積極的に取り組むとともに、参加した企業からもフィードバック

を受けるなどの取り組みを進められたい。 
Ｐ５ ○学生への支援に関する目標を達成するための措置 

・在学生だけでなく、既卒生に対してもホームページに就職・進学

等の支援内容を公開するなど積極的に支援している。 

○学生への支援に関する目標を達成するための措置 

・在学生だけでなく、新たに既卒生に対してもホームページに就

職・進学等の支援内容を公開するなど積極的に支援している。 

※下線部分が加筆・修正箇所 



2 
 

Ｐ７ (2)  概況 

○地域社会との連携に関する目標を達成するための措置 

・市やながおか・若者・しごと機構などと連携し、地方創生に寄

与するプロジェクトに積極的に関与している。また、前年度に

引き続き、ながおか・若者・しごと機構に大学職員１名を派遣

して連携の強化に取り組んでいる。 

 

(2)  概況 

○地域社会との連携に関する目標を達成するための措置 

・ながおか・若者・しごと機構に大学職員１名を派遣するととも

に、市やながおか・若者・しごと機構などと連携し、地方創生

に寄与するプロジェクトに積極的に関与している。 

・将来的に、教育研究としての地域貢献活動が、地元に根付いた活

動となるべく取り組まれたい。 

Ｐ８ (2)  概況 

・平成 27年度に （途中省略） 国際交流の推進を図っている。 
(2)  概況 

・平成 27年度に （途中省略） 国際交流の推進を図っている。 

今後も、海外大学との双方向による学生交流に一層取り組まれた

い。 
Ｐ10 (2)  概況 

○経営の安定化に向けた自己収入の確保に関する目標を達成するた

めの措置 

・受託研究の獲得や授業料、寄附金など、自己収入の確保に取り組

んでいる。 

(2)  概況 

○経営の安定化に向けた自己収入の確保に関する目標を達成するた

めの措置 

・経営安定化に向け、受託研究の獲得や授業料、寄附金など、自己

収入の確保に取り組んでいる。 

Ｐ11 (2)  概況 

○情報公開の推進に関する目標を達成するための措置 

・大学の教育、研究、 （途中省略） 広く情報発信を行っている。 

(2)  概況 

○情報公開の推進に関する目標を達成するための措置 

・大学の教育、研究、 （途中省略） 広く情報発信を行っている。

今後も高い志願倍率の維持や、学生の就職支援のためにも、県外

学生や企業に対して積極的に情報公開に取り組まれたい。 

Ｐ14 項番４ 新たに県内高等学校長経験者を採用し、延べ100校を超える県内高

校を訪問し意見聴取を行っている。 

高校現場からの意見を聴取するために、新たに県内高等学校長経

験者を採用し、延べ100校を超える県内高校の訪問に取り組んだこと

は評価に値する。 

Ｐ15 項番９ 

Ｐ19 項番 31 

Ｐ26 項番 55 

（Ｐ15、Ｐ26 ⇒ ４段落目）（Ｐ19 ⇒ ２段落目） 

市内企業においても、就職につながるインターンシップに期待し

ていることから、今後も積極的に取り組まれたい。 

（Ｐ15、Ｐ26 ⇒ ４段落目）（Ｐ19 ⇒ ２段落目） 

インターンシップは、就職だけでなく、学生の社会体験や大学院

における研究分野の発見にもつながり、さらに市内企業においても、

就職につながるインターンシップに期待していることから、今後も

積極的に取り組むとともに、参加した企業からもフィードバックを

受けるなどの取り組みを進められたい。 
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Ｐ25 項番 48 

 

 例えばヤングアート長岡が、商店街にとって集客にもつながる取

り組みとなるなど、将来的に、教育研究としての地域貢献活動が、

地元に根付いた活動となるべく取り組まれたい。 

Ｐ29 項番 60 

 

（３段落目） （３段落目） 

今後も、海外大学との双方向による学生交流に一層取り組まれた

い。 

Ｐ32 項番 74 

 

受託研究の獲得や授業料、寄附金など、自己収入の確保に取り組

んでいる。今後も策定した長期財政運営計画に基づき、持続的に安

定した財政運営に取り組まれたい。 

経営の安定化に向け、受託研究の獲得や授業料、寄附金など、自

己収入の確保に取り組んでいる点は評価に値する。今後も策定した

長期財政運営計画に基づき、持続的に安定した財政運営に取り組ま

れたい。 

Ｐ33 項番 82  今後も高い志願倍率を維持するためにも、大学ホームページやフ

ェイスブック、ツイッター等の SNS により、県外学生への情報発信

に取り組まれたい。 

また、企業に対しても、学生の就職支援につながるよう積極的に

情報公開に取り組まれたい。 

 


